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論文内容要旨
目
的
 肝疾患に伴う内分泌失調として古くからエストほゲン過剰症が問題とされて来たが,近年ア
 ルドステ群ン研究の進歩に伴い,肝硬変も続発性アルドステβン症の1つとして注目を浴びて
 いる。ごの際,尿中遊離型アルドステ揖ン排潅量が増加するのは,肝機能低下に基くアルドス
 テ讐ソの不活性化の障害の他に,副腎からの分泌過剰が予想されている。先に笹野は副腎皮質
 機能局在論の立場から,アルドステマン分泌の主な場は,従来の所謂束状帯の外層であるとし
 てこの部を蔵入型球状帯と命名した。本研究はこの立場に立って,肝硬変を主とする肝疾患に
 冷ける成人型球状帯の変化を追求することを第4の目的とした。
 次に肝疾患の副腎誕対する影響をみるに当っては,肝機能障害,代謝異常,ストレスを含め
 ての諸種の内分泌異常など全身的要因鴛考慮しなければならないのは当然である。しかしこの
 飽に謝腎そのものの局所的な諸國子を見逃してはならない◎副腎被膜静脈が潤駅と交通す
 るととは知られているが・これが肝硬変ひいては門脈高麹圧の際にどの様な態慶を示すか・従
 来この問題に関する業績は全くみられない。依って本研究の第2の目的として副腎の局所的因
 子,特に鹸擬系の態度につき観察を進めた6
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方法
 諸種の肝疾患14喋剖検例につき,両側副腎を組織学的並びに組織計測的に追求した。染亀
 はヘマトキシリン・エオジン羅染色,弾力線維兼M&8so獅Gold皿er賃量染色,氷結脂肪
 染色等を用いた。下垂体は64例につき検索し章染色轍PAS一メチルブルー・オレンジG染
 色,Gつmori・氏アルデヒドフクシン染色事Perオor凱ioAlciaユBlue染色等を用いた。
 組織計測的方法として,鍍t銀染色により成人型球状帯の厚さを測定し,全皮質に対する比1を求
 めてその肥厚慶とした。又PユaniEeterを用いて副腎髄質静脈の壁の撲断面積を測定し,
 静脈の外周によって囲まれた全面積に対する比窟もつてその肥厚慶とした。
 成績及び考按
 肝疾患に澄いても,束挟帯は急性皮質障害惟変化の主な場であワ,変化は圧倒に比して右側
 畠曙に静いてより高度である。下垂体の変化は非特異的であり,皮質の障害は下垂体を介する
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 非特異的な刺戟によって惹起されるのみでなく,局所的な病毒性因子によっても直接的な影響を
 蒙ワ,修飾されるものとみなされる。
 麟腎皮質外層特に成人型球状帯の腱大は優性肝炎,肝硬変,ヘパトーマ,胆管癌でみられたが
 肝外性胆道癌や転移性肝癌では認められなかった。圧着を較べると,この肥大は右側よワも左側
 翻曙に強い。この様な成人型球状態の瀰漫性な恥し結節性肥大は,単に急性期にかける副腎皮質
 陳書の修復性過程だけとは考えられず,機能的にアルドステロγ分泌が亢進している状態を裏付
 けるものとみなされる。剖検時腹水量と成人型球状帯肥大との間には有意の相関を認め,叉低カ
 リウム喪症の目立つた群には成人型球状帯の肥大が著弱なものが多かつ編
 優性肝炎,肝硬変やヘパトーマでは墓購被膜静脈の拡張新生が認められた。この現象も右側よ
 りも左側翻腎に署萌であった。これら疾患で,髄質静脈の直後0講ミリ以下のものに筋壁の肥厚
 を認めた。これらの所見から次のことが考察された。すなわち,副腎静脈血流出の筆2の道とし
 て副腎被膜静振から門脈触向'う曲流が生理的に存在する。ステ障イド代謝におけるこのものの生理的意
 義は実証されて剛ハが,門脈圧亢進の様な病態生理学的条件においてはこの曲流万慮が逆となり
 血流量の増加と静脈圧の上昇を裏付ける形態学的概見を生ずる。この勝見は翻腎静脈系も亦門脈
 飯亢進の際の副行路形成の一翼を1担うととを暗示する。一方,かかる備環動態の変化が門脈を経
 て肝に至るステ揖イドの肝に冷ける不活性化を減少させ,肝硬変におけるステ獄イドの過剰状態
 ひいてはアルドステVン過剰症の発現に対して一役を演ずるものと考察される。
 水観究によってえられた肝硬変に謝る劇腎静脈系の変化は,続発生アルドステ戸ン症発現を
 裏付ける副腎皮質所見と共に,全く先入の業績をみないところであるが,膚後劃腎循環なかんず
 く門脈循環との吻合の生理学的意義に関する知見の進歩が期待されるところである。
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 審査結果の要旨
 本論丈は肝硬変を主とする肝疾患における副腎皮質の変化を追究し,肝艘変κ冷けるスチ・イ
 ド過剰症,就中アルドステ導ン過剰猛の実体を副腎の病理形態学の立場から明らかにしたもので
 あるロ
 諸種の肝疾患141剖検例κつき,爾測副腎を組織学的壷びに組織計測的κ険索した。下垂
 体は61例について検索したっ夫々必要に応じて特殊染色を用いた。アルドステPン分泌と深い
 関係がある成人型球状帯(笹野)の肥大を裏付けるために,鍍銀染色κよりこの暦の肥原度を計
 測した。静脈系の変化が漉目されたので,プラニメ}ターによって髄質静脈の壁の肥厚度を計測
 した。
 束状帯は急性皮質障害性変化の主な場である。この変化は一般に下垂体を介する非特異的なも
 のとされているが,肝病変の直接的な影響が注目され,変化は右鰯鋼腎疋強い。
 皮質外唐織誠人型球状帯の瀰漫構いし結節嗣獣罎柳窪三熱鞍瓦ヘパトマや儲
 癌でみられたが,急性肝炎,肝外陸胆道癌や転移1生肝癌では認められなかった。肥大は馨して左
 側躍腎に強い。この肥大は単に急煙期の皮質障害の修復性過程だけでなく,機能的にアルドステ
 ロン分泌が亢進している状態を裏付けるものと考えられた。
 饅性肝炎,、肝硬変やヘパトーマでは離腎被膜静脈の拡張新生が認められ,叉蔵径0凶ミリ以下
 の髄質静脈に筋壁の肥厚を認めた。この所見は門娠血栓癒にお・いても著明であった。副腎静脈嶽
 流出の第2の道として翻腎被膜静脈から門脈へ晦う血流が生理虞勺に存在する。門脈圧亢進の機な
 病態生理学的条件に翁いては副腎薄脈系も叉副行路形成のマ翼を担い,この血流方向が逆にな匂
 門脈を経で肝κ至るステ・イドの肝にかける不活性化を減少させ,肝硬変κおけるステロイド過
 剰状態,ひいてはアルドステ質ン過剰症の発現に一役を演ずるものと考察された。
 これら翻腎皮質及ぴ静脈系の変化は,肝疾患に齢ける続発性アルドステβソ症の発生を裏付け
 るものである。樽κ門脈高血圧症に歩ける認行路としての副腎静脈系の意義を明らかにしたこと
 は先人未踏の業績であり,この方面の研究の進路を1粥妬したことと信ずる。
 よって本論文は学位を授与するに値す魏のと認める。
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